
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：５月 14 日（水）13 時～15 時 

   

場 所：北淡総合福祉センター 

（地域支えあいセンター ほくだん） 

 

参加費：50 円（お茶代） 

 

お問い合わせ 

地域支えあいセンターほくだん 

北淡地域の「福祉情報」や「地域情報」をお知らせする広報誌!! 編集･発行:淡路市社会福祉協議会 

     地域支えあいセンター ほくだん 

淡路市浅野南 2-40 

電 話 0799-82-0922 

ＦＡＸ 0799-82-0913 

Ｅmail hokudan@awaji-csw.or.jp 

表紙にありますように、『学びの広場』は、４

月の開催をもって一旦休止させて頂くことにな

りました。 

この間、職員だけでなく参加住民の方に講義

をして頂いたりの盛りだくさんの内容でした。 

障がい者や高齢者が実際感じている事に気づ

いたり、見えている事だけで判断することの怖

さ、LGBT＋Q についてはまだまだ知らない事

が多い…といったことを、参加者で学び、共有

する機会となりました。 

再開の時が来ましたら、またお知らせします。 

 

 

 

地　区 開　催　日 時　間 場　所 参加費 持　ち　物　・内　容　等

8日（木） 13時半～ 仁井公民館 自費 ホウ酸団子

19日（月） 11時～ オアシス久野々 自費 ホウ酸団子、おにぎり作り

7日（水） 11時～ 小田太田クラブ 自費 ホウ酸団子、巻き寿司作り

12日（月） 10時～ 江崎集会所 自費 ホウ酸団子

13日（火） 10時～ 平林公会堂 自費 ホウ酸団子

14日（水） 13時半～ 野島浜集会所 自費 お楽しみ

27日（火） 13時～ 東ノ町会館 自費 ホウ酸団子

26日（月） 13時半～ 中ノ町集会所 自費 ホウ酸団子

15日（木） 13時半～ 西之町内会館 自費 ホウ酸団子

14日（水） 13時半～ 石田公会堂 自費 ホウ酸団子

14日（水） 10時～ 浅野県住集会所 自費 牛乳パックで小物入れ作り

8日（木） 13時半～ 斗ノ内里集会所 250円 猫ピンチ／裁縫セット

８日・２2日（木） 10時～ ホットほっと/斗ノ内浜集会所 200円 人権DVD鑑賞・食事会（４００円）

21日（水） 13時半～ 浅野南集会所 自費 ホウ酸団子

13日（火） 13時半～ 水越会館 自費 ころばないお守り作り／ピンセット

19日（月） 13時半～ 北淡総合福祉センター 自費 トンボのブローチ作り

13日（火） 13時半～ 育波公民館 自費 ホウ酸団子

12日（月） 13時半～ 黒谷公会堂 自費 ホウ酸団子、北淡町小唄を踊ってみる

７日（水） 10時～ 五斗長集会所 自費 ホウ酸団子

12日（月） 13時半～ 生田集会所 自費 ホウ酸団子

7日（水） 10時～ カフェついで/漁民住宅付近 100円 浜道路の幟を曲がった2軒目です。

20日（火） 13時～ ほっこりワクワクウーマン/育波公民館 自費 お楽しみ

室　津 ９日（金） 自費 室津ふれあいセンター 自費 ホウ酸団子

仁　井

野　島

富　島

浅　野

育　波

学びの広場（以後、広場）は令和４（2022）年３

月２２日に始まりました。 

２０年程前にあった『気づきの広場』の再開をと、

本会障がい事業で働く職員 A が立ち上げたのです。 

初回は、A が日々利用者と過ごす中で感じている事

や失敗談、気づきなどを話し、参加された地域の方々

と共有し、話し合いました。 

この時参加された方は、「真摯な姿勢に好感を持て

た。課題や問題などを全身で受け止め対応している様

子がよく分かった。」と A を称えてくれました。 

以後、広場は毎月最終火曜日の１９時からの開催が

決まり、時には別の事業所の職員とトークを交わした

り、高齢者に関わる職員がゲストで話すなど、テーマ

は多岐にわたりました。 

A は毎回、テーマに関することを調べ、資料を作る

など使命感に燃えていました。時には悩んでいるよう

なこともありましたが、当日にはしっかり資料を用意

し、自信満々に話す姿に頼もしさを感じていました。 

 

その A が突然、体調を崩してしまいました。様々な

課題を真正面から受ける性格が仇となったのか、A の

容量の限界を超え耐えきれなくなったようです。 

 

その後 A 不在の広場は、職員が交代で代役を務め、

時には参加された方が用意したテーマを話してもらう

という事も取り入れながら続けました。 

参加者は A のことを心配しつつ、戻ってくるのを待

ってくれているようでした。 

 

２カ月ほど経ったある日、A からライン通知が届き、

話をしたいとのことでした。すぐにゆっくり話せる日

時を知らせ、次の日に A の自宅近くで会う事になりま

した。 

会うなり謝罪があり、その後しばらく話し、A の状

態を確認した上で上司も加わり、３人でこれからのこ

とを話しました。もうしばらく休養し、状況を見て別

の部署での復帰を目指すことになりました。 

 

時は過ぎ、広場を一旦休止する事になり、とりあえ

ずの最終回が４月２２日に決まりました。最後のテー

マは頭の中にありましたが、できるかは不確かでした。 

 休止について、既に職場復帰をしている A に、勝手

に休止することを詫びるついでに、「できるなら、始め

た A に締めくくって欲しい」と講師を依頼してみまし

た。高いハードルだったか…一瞬不安が過ぎりました

が、A は了承してくれました。 

 

当日、開会間際に玄関を入ってくる姿を見て一安心

しましたが、緊張しているのがわかりました。 

 

内容は A に任せてあり、これまでのしんどかった時

のこと、復帰にあたって考えたことなどを振り返りな

がら、ゆっくりと話してくれました。 

初回に A を称えた方が、「自分にも同じようなこと

があったなあ…」とぽつり。別の方からも、「みんな、

いろいろあるんよね…」と。 

少し間を置いて、「復帰して、ダメだったらその時は

辞めたらいいと考えることにしたんです」と A が言い

ました。A が一つ壁を突き抜けた…そう感じました。 

 

参加者それぞれの思いが話され、ふと A を見た時、

開始前よりも明らかに表情が変わっていて、正直、別

人のようでした。参加された皆さんもそう感じたそう

です。それは回復ではなく、生まれ変わったという表

現があっているように思いました。   （にしお） 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページやフェイスブック、インスタグラム 

でもご覧になれます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

日 時：５月２０日（火） 

     １０時３０分～ 
        ※なくなり次第終了です 

場 所：北淡総合福祉センター駐車場 
 

 

週３日程度の勤務から募集中 !! 

一度、お問合せください 

 

◎子育てや介護との両立も大丈夫です。 

働くママさん、応援しています！ 

◎施設・事業概要見学は随時受け付けています！ 

           お気軽にご連絡ください♡ 

 
・デイサービス介助員（北淡・一宮） 

・障がい者（作業所）支援員  

   1,088 円/時 ～ ※資格所有者優遇！ 

（ヘルパー1,138 円 介護福祉士 1,158 円） 

・送迎運転員パート （北淡） 

     1,088 円/時 ～ 

・ケアマネージャー （北淡・一宮） 

嘱託職員給与 205,000 円/月 ～ 

パ ー ト       1,250 円/時 ～ 
 

お問い合わせ 

 淡路市社会福祉協議会 

〒656-2132 淡路市志筑新島5-1（履歴書送付先） 

  電話 ６２－５２１４（担当：なぎ・やまさき） 

 

 

 

淡路市社会福祉協議会・淡路市善意銀行にご寄付 

いただいた方をご紹介します。 

 

芦野 豊 様         金一封 

  

ご寄付いただきました預託金は、 

地域福祉のために有効に活用させて 

いただきます。 

 
 

 

 

 

 

仁井にある地域生活多機能拠点『いづかしの杜』では、

「買い物がしたいけど、近くのお店がなくなった」、 

「お店まで行く手段がない」といった方が増えている

ことから、“住み慣れた地域でいつまでも自分の力で

暮らし続けること”を応援するため、平成２８年２月

から市内全域の中山間地域を中心に移動販売を続け

ています。 

北淡地域では、毎週月曜日に下記の時間・場所で実施

しています。 

 

１０：００  江崎バス停付近 

  ：３０  平林公会堂 

１１：００  野島が崎公園（蟇浦） 

  ：３０～ 常盤 ※ルート徐行 

１３：３０  黒谷公会堂 ※サロン開催日 

  ：５０  生田畑上集会場 

１４：２０  室津おたび 

   ：５０  斗ノ内浜漁民団地 

１５：２０  久野々普済寺 
※生田田尻 四差路はご利用者が 

ない為休止中です。 

 

◎各所滞在時間は１５分程度です。 

 

 

 

淡路市共同募金委員会では、能登半島地震災害によ

り被害を受けられた方々を支援するためにお寄せい

ただいた 味心 晶 様からの義援金 40,000 円 を

石川県共同募金会を通じて、被災地へ寄付をさせてい

ただきした。 

みなさまのあたたかいご支援、ご協力に 

感謝申し上げるとともに、被災地の復興 

を心よりお祈り申し上げます。 

 

 

 

 

 

 
               

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

４月から  AFC.1995! 様が参加されています。

AFC.1995! サッカー教室（小学生対象、月 2 回程度）

参加費の中から毎月１名につき25円が寄付されます。

サッカー教室の問い合わせは、 

「淡路 FC ジュニアユース」で検索をお願いします。 

 

 

 

４月９日（水）淡路市福祉会館にて、淡路市社会

福祉法人等連絡協議会（ほっとかへんネットあわじ）

の設立総会が行われました。 

 設立に至るまで、11 の社会福祉法人等で計８回の協

議を重ねてきました。総会後、記念講演会として兵庫

県社協福祉事業部長から「ほっとかへんネットあわじ

に期待すること～被災地支援から見えてきたこと～」

の講演があり、日頃から顔を見せ合い、話し合うこと

が災害時に大きな力を発揮するとのお話でした。 

 これから、「きょうどう（共同・協同・協働）のネッ

トワーク」としての歩みが始まります。 

「ほっとかへんネットあわじ」  
設立しました 

 

「こみゅにてぃ・フットサル交流会」 

 参加者募

集  「将来、こんな集まりあったらいいなぁ」と考えてい

る人たちで企画した「こみゅにてぃ・フットサル交流会」

を開催します。フットサルやボール遊びを通じて、交

流・仲間づくりをしながら楽しいひと時を過ごしません

か？スポーツが好きな方やはじめての方、スポーツを見

ることが好きな方も最近ちょっと運動不足な方もお気

軽にご参加ください！『一緒に楽しもう！』 

 ◇日 時 ５月１８日（日）14:00～16:00 

      ６月１５日（日）14:00～16:00 

 ◇場 所 浦小学校体育館（淡路市浦 701） 

 ◇内 容 フットサル、ボール遊び 

 ◇対 象 障がいのある方や家族、興味・関心の 

ある方ならどなたでも 

 ◇参加費 100 円（保険代） 

◇持ち物 体育館シューズまたは上履き、飲み物、 

タオル、着替え等 

 ◇申 込 開催日の 3 日前までに 

右の QR コードもしくは、 

淡路市社協 

地域支えあいセンターひがしうら 

           0799-74-4877 まで 

 

 

 

淡路市社会福祉協議会の情報 は、 

 

ふくふく市が地域のみなさんに少しずつ 

浸透してきているなと感じています。 

野菜がある時は、手作りの青いのぼり旗 

が目印です。 

「車で通ったら青い旗が見えて戻ってき 

たんよ」と見に来る方もいます。 

野菜が並ばない時もありますが手芸作品 

はいつでもあります。最近では“チュニ 

ック（丈が長めの上着）”が並び、すぐ 

に３着完売したことも… 

ふくふく市を始めた頃は職員だけで並べていま

したが、今では複数の生産者が搬入に来たり、“つ

いで”に運んでもらって野菜を並べ始めた方もいま

す。そんなことで出荷時は社協の玄関先が小さなサ

ロンにもなっています。 

お一人おひとりの頑張る力と笑顔がふくふく市

に集まっています。 


